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感染を拡げないために、
一人ひとりができること
流行が始まる前にインフルエンザの正しい知識を身につけて、
冬を元気に乗り切りましょう！

インフルエンザ自己CHECK

インフルエンザの感染経路は
「飛沫感染」と「接触感染」

咳やくしゃみのしぶきから

　感染した人の咳やくしゃみのしぶ
き（飛沫）に含まれるウイルスを吸
い込むことにより感染します。
　人混みを避け、症状のある人と接
触したら、手洗い・うがいを。自分
に咳などの症状があるときは「咳エ
チケット」を心がけて。

手から目・鼻・口の粘膜へ

　手に付着したウイルスが目・鼻・
口の粘膜から体内に入ることにより
感染します。
　不特定多数の人が触るドアノブや
手すり、エレベーターのボタン、ト
イレのレバー等に触れたときは、手
洗いや手指消毒を行いましょう。

ワクチン接種計画を立て、
12月中旬までに接種を終えよう
　インフルエンザワクチンは、接種後効果が現れるまでに通常２週間程度か
かり、約5カ月効果が持続するといわれます。
　肺炎や脳症などの合併症や死亡のリスクを減らす効果が期待できるため、
乳幼児や妊婦、高齢者、糖
尿病等の基礎疾患のある方
は接種をおすすめします。
　流行のピークに合わせ、
12月中旬までに接種を終え
ておくと安心です。13歳未
満は約4週間空けて2回目の
ワクチンを打つ必要がある
ため、遅くとも11月中に1回
目の接種を済ませられるよ
う計画を立てましょう。

感染してしまったら
…

自宅療養自宅療養
のの心得心得
◆看護する人を決め、他の家族は接

触を控える。
◆看護者は、使い捨てマスクや手袋

を着用する。
◆感染者も使い捨てマスクを着用し、

個室で療養する。高熱による脱水
症状を防ぐため、こまめに水分を
補給する。　　

◆感染者が使用したティッシュやマ
スク、看護の際に使用したマスク
や手袋等のゴミはビニール袋に入
れ、しっかり口を縛って捨てる。

◆看護した後は、流水と石けんで15
秒以上手を洗い、水分を十分にふ
き取る。

※感染者が使用するタオルやコップなどは
家族と分けましょう。

※使用後の食器や衣類等は、ほかの家族の
ものと一緒に通常の洗剤で洗うことがで
きます。

けいれんや呼吸困難があるとき、
嘔吐や下痢が続くとき、症状が長
引いて悪化したとき等は、医療機
関を受診しましょう。

毎日できる予防法

規則正しい生活
十分な睡眠、適度な運動、食物繊
維や発酵食品を取り入れたバラン
スの良い食事を心がけて、免疫力
をアップさせる。

手洗いを徹底する
帰宅時、調理前、食事前は、石け
んをよく泡立て、指先、爪の間、
手の甲、手首まで丁寧に洗い、流
水でしっかりすすぐ。

換気と温度・湿度
ウイルスは低温で乾燥した環境を
好むため、定期的に換気しながら、
室 温20～25 ℃、 湿 度50～60 ％
以上を保つ。

 急に38℃以上の高熱がでた 全身がだるい、悪寒がする 頭痛、関節痛、筋肉痛がある 呼吸が速く、苦しい
 嘔吐や下痢が続いている 周囲でインフルエンザが流行している

接触感染飛沫感染


